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東地中海の海底ガス田が周辺国1の経済事情を変えようとしている。エジプトを除き

めぼしいエネルギー資源がなくエネルギーの確保が重要課題であった。2009 年以降に

東地中海で発見された天然ガス田が状況の変化をもたらしている。以下、エジプト、イ

スラエルを中心に経済面への影響を概観する。 

エジプトは 2015 年 8 月に地中海に面するダミエッタ市の北約 200 キロメートルの深

海に大型ガス田（「ゾフルガス田」）を発見した。急ピッチで開発が進み、2017年 12 月

に生産を開始した。推定埋蔵量 8,500 億立法メートル、原油換算 57億バーレルで、2015

以降に発見された世界最大級のガス田である。 

ゾフルガス田はエジプトの貿易収支に影響を与える。2017/18年度2は 373億ドルの貿

易赤字であった。理由の一つは国内需要を賄うため不足する天然ガスを輸入しているた

めである。2016年には 12 億立法フィート（21億ドル相当）を輸入していたが、同ガス

田の開発により 2018 年度は自給を達成した模様である。オックスフォードエネルギー

研究所は、これまでに発見されたガス田で 2023年までは自給を維持てきるとしている。

潜在的な外貨節約額は貿易赤字全体の 6%以下と少額であるが、経済下支え効果と関連

産業による雇用の創出が期待できる。さらに、エジプトはイスラエル、キプロス等の近

隣ガス田からエジプトにパイプラインを敷設して自国設備で LNG を生産してヨーロッ

パに輸出するハブになることを目指している。 

 

 

 

 

 

                                                   
1 エジプト、イスラエル、パレスチナ（ガザ）、レバノン、シリア、キプロスおよびトルコ 
2 エジプトの会計年度は 6月が決算月。2017/18期は 2017年 7月から 2018年 6月。 
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図表 1：エジプト天然ガス生産と消費 

 

（資料）BP Statistical Review of World Energy、ENI 

 

 イスラエルはエジプトより先行し、2010 年に地中海沖にタマルガス田を発見した。

2013 年より生産を開始し、ほぼ自給体制となった。さらに、2010 年にはエジプトのゾ

フルガス田に隣接する海域に大型のリバイアサンガス田（推定埋蔵量 6,300 億平方メー

トル）を発見した。同ガス田の生産は 2019 年に開始の見込みであり、全量輸出に振り

向ける予定である。 

イスラエルにとりエネルギーを自給する意味は大きい。まず、天然ガス輸出による追

加的外貨獲得手段を得たことで貿易収支の改善が期待される。また、エネルギーを他国

に依存する必要がなくなったことは安全保障面でプラスの効果がある。 

 

図表 2：イスラエルの貿易収支 

 

（資料）IMF 
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 東地中海の天然ガスは地域経済的性格転換の起爆剤になる可能性がある。エジプトが短

期的にではあるがガス自給国となり、イスラエルはガス輸出国となる見込みである。キプ

ロスやレバノンはガス田によりエネルギーの一部を自給することで貿易収支が改善するの

みならず、これらの国に新しい産業が生まれる可能性がある。また、北部に隣接するトル

コは炭化水素エネルギーのほぼ全てを輸入に依存しており、地中海でのエネルギー探鉱の

可能性が生まれた意味は大きい。 
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